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特集
防災・減災を
考える

阪
神
・
淡
路
大
震
災　

20
年
の
節
目
に
改
め
て
考
え
る

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
平
成
７
年
）
の
死
傷

者
の
多
く
は
、
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
、
あ
ら

か
じ
め
各
自
が
対
策
を
行
っ
て
い
れ
ば
救
わ
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
助
さ

れ
た
人
の
約
８
割
が
地
域
住
民
に
よ
る
救
出
で
、

そ
の
う
ち
約
８
割
は
生
存
者
の
救
助
で
し
た
。

一
方
、
自
衛
隊
・
消
防
隊
に
よ
る
救
助
は
約
２

割
で
す
が
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
は
遺
体
の
救

出
で
し
た
。
消
防
車
は
台
数
に
か
ぎ
り
が
あ
り
、

家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
液
状
化
が
お
き

て
い
れ
ば
、
道
路
を
通
る
こ
と
も
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
行
政
力
を
過
信
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

早
い
救
出
が
生
死
を
分
け
ま
し
た
。
い
ざ
と
い

う
と
き
、
ご
近
所
同
士
の
助
け
合
い
・
支
え
合

い
が
鍵
な
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
（
平
成
23
年
）
の
津
波
の
印

象
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、
家
具
の
下
敷
き

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
津
波
か
ら
逃
げ
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
火
災
の
場
合
で
も
、

火
が
小
さ
な
う
ち
に
消
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

延
焼
を
防
げ
ま
す
。
火
の
元
の
確
認
、
電
気
の

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
ち

ょ
っ
と
し
た
心
構
え
・
対
策
が
、
地
域
の
安

全
・
安
心
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

今
の
、未
来
の
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

過
去
の
災
害
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
、
教
訓

と
し
て
い
か
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例

え
ば
、
伊
勢
湾
台
風
（
昭
和
34
年
）
か
ら
は
60

年
近
く
が
経
過
し
、
当
時
の
記
憶
を
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
人
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

災
害
は
、
か
な
ら
ず
や
っ
て
き
ま
す
。
今
を
、

そ
し
て
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
に
、
私
た
ち
大
人
が
し
っ
か
り
と
記
憶
・
記

録
を
語
り
継
ぎ
、
対
策
を
す
る
姿
を
背
中
で
見

せ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
た
ち
を
守
る
の
は
、
大
人
の
役
割
で
す
。

子
ど
も
た
ち
も
、
大
人
の
行
動
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
多
い
は
ず
。
中
学
生
な
ら
十
分
戦
力
と
し
て

期
待
で
き
ま
す
。

す
べ
て
は
平
常
時
の
あ
り
方

対
策
は
今
日
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
周
り
の
地
形
や

環
境
の
特
徴
を
把
握
し
、
揺
れ
や
液
状
化
に
対

す
る
想
定
を
す
る
。
家
具
の
固
定
や
ガ
ラ
ス
の

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
な
ど
。
ま
た
近
年

で
は
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
も
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
地
域
防
災
力
は
、
一
人
ひ
と
り
が

平
常
時
に
ど
ん
な
準
備
・
想
定
を
し
て
お
く
か

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

自分自身が災害（地震や風水害など）への
備えができていると思っている人の割合
※「高浜市市民意識調査」（平成27年4月実施）による

「自分だけは大丈夫」と思っていませんか？

一人ひとりの意識向上と
実践の積み重ねが
地域の防災力を高める！

37.6%

９月１日（火）は「防災の日」。
６日（日）には、市内各所で総合
防災訓練が実施されます（広報８
月15日号参照）。この機会に、今
一度、防災・減災について考えて
みませんか？ 
高浜市の地域防災力向上に

向けて、日ごろからアドバイスを
いただいている栗田暢之氏に
話を伺いました。

栗田暢之氏　
認定特定非営利活動
法人レスキュースト
ックヤード代表理事。
ほかに、東日本大震
災支援全国ネットワ
ーク代表世話人、震
災がつなぐ全国ネッ
トワーク代表などを
務めている。
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問合せ先　□市都市防災グループ　☎52－1111（内線228）

まずは「知る」ことから始めよう！ 

半壊なども含めると、さらに多数の被害が考
えられます。しかし「想定」は、一定条件のもとに
試算した数値にすぎません。「想定外」がおこる
ことも・・・。
「地震防災マップ」（広報5月15日号と同時配布）を
活用し、自分の住んでいる地域の特徴を把握す
る、避難ルートを確認するなど、個人・家庭で、地
域でどんな対策を進めたらよいのかを考えてい
きましょう。

被害を未然に防ぐ「減災」に取り組もう！ 

「阪神・淡路大震災」における死因の１位「窒息・圧死」と３
位「焼死」の大半が、建物倒壊・家具転倒によるといわれて
います。また、近年発生している地震における負傷原因も、
家具・家電などの転倒・落下によるものが３～５割を占めて
いるといわれています。
負傷すれば、避難の遅れや要救護者の増加につながりま

す。被害をできるだけ少なくするための事前対策「減災」が
大切です。

①　南海トラフで繰り返し発生している地震・津波の
うち、規模が大きかったものを重ねあわせたモ
デル（発生頻度は100～200年程度の間隔）

②　南海トラフで発生する恐れのある地震・津波の
うち、あらゆる可能性を考慮した最大クラスの
地震・津波を想定（発生頻度は1000年に１度か、
それよりももっと低い。）

高浜市の被害想定
（出典：愛知県防災会議　平成26年５月公表資料）

阪神・淡路大震災における死因
※死亡者（直接死）5,483人中

どんな対策が大切？

77分（３０㎝高）

約10棟
約500棟

3.2ｍ

約20棟

①過去地震
　最大モデル
震度６強

津波到達時間

帰宅困難者数

想定震度

約500棟

津波高

地震火災

揺れ

浸水・津波
液状化

約1,800～
約2,300人

市町村別
データなし

市町村別
データなし

約5,000人
約11,000人

約3,000棟
約10,000人

１日後
１週間後
１か月後

約10棟

②理論上
　最大モデル

3.2ｍ
75分（３０㎝高）

震度６強～７

建
物
全
壊・焼
失
数

約20棟

避
難
生
活
者
数

計 約5,300棟
約2,200棟

約1,100棟

建物数の
約7％に相当

建物数の
約36％に相当

その他
676人
（12％）

窒息・圧死
3,979人
（73％）

焼死
403人
（7％）

外傷性
ショック
425人
（8％）

できることから取り組んでみよう！ ～地域で行われているさまざまな取組み～

▲どこに何があるかを確認

▲震度７ってこんなに揺れるの!?

▲真っ白で前が見えないよ～

▲みんなで対策を話し合おう！

▲食事づくりは私たちに任せて！

▲タオルかけなら気軽に参加できるね

▲伊勢湾台風の記憶を語り継ごう！

▲定期的に中身を確認！

まち点検タカハマ！まるごと宝箱防災キャンプ煙避難体験

防災リーダー養成講座 総合防災訓練 非常持出袋の点検 起震車揺れ体験
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